
 
 

　推進協議会設立に向けた事前検討に着手

推進協議会設立（12月25日）

推進協議会の定期開催（年１回程度）

ワーキングの設置（必要に応じてグループ分け）

11月12日ツルの体験学習会による小学生手描きの啓発ポスター設置

啓発活動の継続、強化

12月7日ツル観察バスツアー（四万十つるの里まつり）

ツル類保護への理解促進、観察機会の提供を目的として継続的な開催を検討

四万十川自然再生事業の取組

中筋川整備済み湿地改良に向けた検討・実施
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１.検討推進体制（案） 

 生態系ネットワーク形成に向けた具体的な取組を地域主体のワーキング開催などにより検討、実行する。 
内容に応じて、地域ワーキングから適宜推進協議会に取組の報告を行い、推進協議会構成メンバーから必要な協力を得て取組を推進する。 
また、年１回程度協議会を開催し取組の報告や今後の方針について議論を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.スケジュール（案） 

 

 

 

 

 

 

 

今後の進め方 資料２ 

『四万十川流域生態系ネットワーク推進協議会』 

●開催回数：年１回程度   ●主な役割：地域の取組及び今後の取組の実現に向けた承認、支援 等 

『ワーキングの開催』 

●開催頻度：必要に応じて開催 

●構  成：目的を共有し、取組発展に向け共に活動できる個人、団体 

●主な役割：生態系ネットワーク形成に向けた取組の検討、具体的な取組の実施 

●取組の体制：取組内容に応じてメンバーをグルーピングすることも検討するが、構成メンバー間の連携

や情報の共有を図りながら取組を推進 

 例） 

『具体的取組』 

 

実
行 

ツル類保護に関する取組 環境教育に関する取組 地域振興に関する取組 

情報の共有 

連携 連携 

ツル類保護に関する取組 

環境教育に関する取組 地域振興に関する取組 

連携・協力 

連携・協力 連携・協力 

●取組の連携、人的協力などを適宜実施 

報告    協力 報告    協力 


